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実績報告書  

静岡県 

掛川市⽴第⼀⼩学校 

実 施 学 年 ： 
児 童 数 ： 
実 施 教 科 等 ： 
実 施 時 間 数 ：  

６年 
113 ⼈（４学級） 
総合的な学習の時間・国語 
13 時間 

実施／参照プログラム №11 地域景観プランナーになろう 

 

●学習のねらい・学習活動・準備品・実施場所 

学 習 の ね ら い 

 進んで取材活動を⾏ったり、おすすめ散策コースに掲載する場所を吟味したりし
て、意欲的に掛川駅北地域の魅⼒を紹介するようにする。 

 掛川駅北地域の魅⼒とは何かを様々な視点から考え、おすすめ散策コースに掲載
する場所を選択することができる。また、⾒つけた魅⼒について、⼈によって⾒
⽅や考え⽅に違いがあることに気付く。    

 景観の維持、または改善したり、まちの発展のために⼯夫や努⼒を重ねたりする
⼈がいることに気付く。       

学 習 活 動 

 掛川駅北地域のおすすめ散策コースをつくることを伝え、取材したい場所の⾒当
をつけ、実際に街に出て取材をする。 

 取材を振り返り、おすすめ散策コースに掲載する場所を選択する。 
 景観形成に参画している⽅（掛川市都市政策課）に話を聞く。 
 「景観」という視点を基に再度取材をする。 
 １回⽬と２回⽬の取材を⽐べ、コースに掲載する場所を選択する。 
 おすすめ散策コースを作成する。完成した後、相互に⾒せ合い意⾒交換をする。 

準 備 品 

 デジタルカメラ（各グループ１
台）※本実践ではタブレット PC
を利⽤した。 

 ワークシート 

 コンピュータ 
 プリンタ 
 バインダ 
 筆記⽤具 

実 施 場 所 
 教室 
 学区内（掛川駅北地域） 
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●学習の流れ 

 場所 概要 活動記録 児童の反応 

１
時
間 

体育館  掛川駅北地域のおすすめ散
策コースを作るという活動
を知り、どこを紹介するか
取材する場所を決める。 

  ⾃分の⽣活経験や３年⽣
の社会科で学習したこと
を⽣かして取材する場所
を決めていた。取材に⾏
く順番も決め、取材する
⽇が楽しみな様⼦がうか
がえた。 

２
時
間 

学区内 
 

 取材計画を基に実際に街に
出て、取材活動を⾏う。 

  実際に街に出て、⾃分の
⽬で⾒ると、紹介したい
ところが増えたようで、
時間内にたくさんの写真
を撮影していた。 

 写真の撮影だけでなく、
紹介したいお店の⼈にイ
ンタビューして、その店
の魅⼒を⾒つけていた。
取材した場所は名産品を
扱う店舗や観光施設が多
かった。 

１
時
間 

教 室  取材を振り返り、おすすめ
散策コースに掲載する場所
を選択する。 

  １度⽬の取材を振り返
り、おすすめ散策コース
に掲載する場所を選択し
た。 

 掛川市発⾏のパンフレッ
トに似てしまったという
課題に気付いた。 

１
時
間 

体育館  景観形成に参画している⽅
（掛川市都市政策課）に話
を聞き、「景観」を基にし
たまちづくりについて知
る。 

  掛川市都市政策課の⽅の
話により、掛川市が「景
観」を⼤切にしてまちづ
くりをしていることを知
った。多くの⼦どもたち
が⾃分も掛川市の景観を
守る取組に協⼒したいと
いう気持ちをもった。 

２
時
間 

教 室  「景観」という視点を基
に、再度どこを紹介するか
取材する場所の検討をす
る。 

  前時の話を振り返りなが
ら、「景観」という視点を
意識して、１回⽬よりテ
ーマを絞った取材計画を
⽴てた。 
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 場所 概要 活動記録 児童の反応 

１
時
間 

学区内  再び街に出て、取材活動を
⾏う。 

  １回⽬の取材活動よりも
街並みや建物の外観など
景観という視点で取材を
⾏っていた。 

 街灯、看板、マンホール
など１回⽬では気付かな
かった細かい部分にも気
付いた。 

 街路樹やプランターに植
えられた花など、まちづ
くりに参画している団体
があることに気付いた。 

１
時
間 

教 室  ２回の取材活動で訪れた場
所を⾒⽐べ、おすすめ散策
コースに掲載する場所を選
択する。 

  １回⽬の取材で撮影した
写真と２回⽬の取材で撮
影した写真を⾒⽐べ、掛
川市駅北地域の魅⼒が何
かを考えた。 

 「城下町⾵のまちづく
り」や「⾃然を残したま
ちづくり」など取材した
箇所を関連付けて魅⼒を
まとめていた。 

 

 

３
時
間 

教 室  前時の選択を基にして、お
すすめ散策コースを作成す
る。 

  掛川市の魅⼒をもとにし
て、児童⼀⼈ひとりがお
すすめ散策コースを作成
した。選んだ写真の説明
をしたり、イラストを加
えたりと楽しみながら活
動する様⼦がうかがえ
た。 

１
時
間 

教 室  完成したおすすめ散策コー
スを⾒せ合い、相互に意⾒
交換をする。 

 掛川駅北地域をこれからど
うしたらいいか、まちづく
りのアイデアや⾃分にでき
ることを考える。 

  各児童でおすすめ散策コ
ースの内容は違っても、
掛川駅北地域の魅⼒につ
いては共通していた。 

 景観を守る活動に協⼒し
たいと多くの児童が考え
た。 
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●児童の作品 
◎児童⼀⼈ひとりがおすすめ散策コースを作成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●先⽣の声 
 

 

【実施にあたり⼯夫した点・苦労した点】 
 取材活動では、児童が取材したい場所をあら
かじめ調査しておき、事前に連絡をした。 

 取材活動では、グループごとにタブレット
PC を渡すことで⾃由に写真を撮影した。ま
た、あとで撮影した写真を簡単に⾒ることが
できたので効率よく取材活動を振り返ること
ができた。 

 写真を選択する場⾯では、思考ツール（ベン
図）を基にした作業シートを利⽤した。ま
た、⾃由に書き込みができるようにラミネー
ト加⼯をした。 

 作成したおすすめ散策コースは、修学旅⾏時
に東京で配布することとした。 

【児童の反応】 
 今まで何度も⾒ていた街並みを景観という新
たな視点で⾒ることで、「城下町⾵の街並み
に統⼀されている」「季節の花と古い街並み
が⼀緒に楽しめる」など今まで気付かなかっ
た新しい魅⼒に気付いていた。 

 今ある駅北地域の景観を維持することに努⼒
している⼈々がいることに気付いた。 

【教師の変化】 
 教師⾃⾝も景観という視点をもって駅北地域
を⾒ることで、新しい魅⼒に気付いた。修学
旅⾏で配布したパンフレットに対して、⼿紙
やメールで反応をいただき、嬉しく感じた。 


